
令和２年度第４回和泉市総合教育会議 

 

日時：令和３年１月２８日（木）     

午後３時３０分から 

場所：和泉市役所３号館３階 市議会委員会室 

 

次  第 

 

 

１ 議事  

 

 （１）和泉市輝く子どもを育む教育のまち条例（最終案）について 

 

 

     ・【資料１】検討経過について 

 

     ・【資料２】パブリックコメントの結果について 

 

     ・【資料３】答申書について 

 

     ・【資料４】条例（案）について 

  

 

 

 （２）その他 

 

 

 

 



  

 

検討経過 

 

 

令和 2年 8月 7日 

 

第 1 回和泉市子どもの育みに関する条例案検討委員会

（諮問） 

 

令和 2年 10月 20日 

 

第 2回和泉市子どもの育みに関する条例案検討委員会 

 

令和 2年 11月 5日 

 

総合教育会議 

 

令和 2年 12月 1日 

 

厚生文教委員会協議会報告 

令和 2年 12月 4日～ 

令和 3年 1月 4日 

 

パブリックコメント 

 

 

令和 3年 1月 19日 

 

第 3 回和泉市子どもの育みに関する条例案検討委員会

（答申） 

 

 

資料１ 



和泉市輝く子どもを育む教育のまち条例(素案)パブリックコメントに対する事務局対応方針（案） 

１ 意見等募集期間：令和２年１２月４日（金）～令和３年１月４日（月） 

２ 意見等提出者数：個人 １名 

３ 意見等提出件数：１件 

４ ご意見・ご提案の及び事務局対応方針（案） 

 

 

No 項目 ご意見・ご提案 事務局対応方針（案） 

１ P1  

前文について 

「今こそ、豊かな自然に恵まれ・・・・・礎をもとに」の

文言は必要ないと思います。「郷土愛」を強調すると共に格

調高い前文にしようとされたようですが、「これまで築いて

きた礎」、非常に抽象的な表現で、意味が理解できない。ま

た、なぜ、学校教育で学ぶことになっているのに、ことさら

「郷土愛」をそこまで強調する必要があるのか疑問に感じま

す。実際の施行規則中で表現すれば充分と思います。 

                       

「先人がこれまで築いてきた礎」とは、市内各地域におけ

る伝統産業や文化・芸術振興、世代を越えた人権尊重及び多

文化共生の精神等、多様なものを意味しています。子どもの

育みに寄与し続ける、自然・歴史・文化のすべてを記載する

ことはできないため、このような表現としています。 

また、「郷土愛」はご意見の通り学習指導要領において道

徳教育の中で学ぶとされておりますが、この前文において

は、社会総がかりで輝く子どもを育む教育のまち和泉市をめ

ざすために、子どもに関わるすべての人が「郷土愛」をもっ

て、子どもの育みに携わっていただきたいという思いで「郷

土和泉を愛する心を持って」という表現をしております。 

 

資料２ 



 

令 和 ３年 １月 １９日   

和泉市教育委員会   

教育長   小川  秀幸  様 

 

 

和泉市子どもの育みに関する 

条 例 案 検 討 委 員 会 

委 員 長  中 西  正 人 

 

 

和泉市子どもの育みに関する条例案の検討について（答申） 

 

 

令和２年８月７日付け和泉学教第１２０２号で諮問のあった「和泉市子どもの育みに関する条

例案」について、別添「和泉市輝く子どもを育む教育のまち条例（案）」のとおり、答申します。 

今後、条例制定に当たっては本答申を十分尊重されるとともに、下記の事項に十分配慮され

たい。 

 

記 

 

１ 市長の責務 

 教育に携わる教育委員会や学校園が円滑に施策を推進できるよう環境を整備するとともに、子

育てにかかる必要な支援ができるように市長部局の連携をより一層深められたい。 

 

２ 教育委員会の責務 

 これからの社会情勢を踏まえ、教育の機会均等を確保し、学びの保障ができるように教育環境

の ICT化を推進するなど積極的な施策展開を図られたい。 

 

３ 学校園の責務 

 子どもの状況を把握し、子どもにとって最善の教育ができるよう時代に合わせて常に教育手法

の刷新を図られたい。また、教育及び保育の円滑な接続を意識し、各学校園間で積極的な連携

を図られたい。 

 

４ その他 

 保護者、地域の団体等、事業者の役割についても適正に果たされるように本条例が老若男女

問わず、理解できるよう概要版を作成する等周知方法を工夫されたい。 

資料３ 



和泉市条例第   号 

 

   和泉市輝く子どもを育む教育のまち条例（案） 

 

 和泉の子どもは、全てかけがえのない存在であり、和泉市の宝です。 

 子どもが夢と希望を持ち、人の痛みが分かり、人を思いやる心を大切にするよう、私た

ちには、子ども一人ひとりの個性を認め、差別、いじめ、暴力、虐待などから子どもを守

り、心身ともに健やかに育つ環境を整える責任があります。 

 現在、我が国では、少子化による人口減少問題をはじめ、格差社会の広がりなど、子ど

もを取り巻く課題が山積する中、次代を担う子どもに、教育の機会均等を確保することが

これまで以上に求められています。 

 このためには、学校教育に加え、家庭の子育て環境の充実、さらには、地域による支援

活動の推進など、社会総がかりで子どもに関わる取組を行うことが必要であり、この取組

の充実により、子どもが社会に大きく羽ばたき、和泉市の明るい未来への発展にもつなが

ります。 

 今こそ、豊かな自然に恵まれ、歴史と伝統や文化薫る郷土和泉を愛する心を持って、こ

れまで先人たちが築いてきた礎をもとに、「豊かな心と確かな学力、たくましく生きるた

めの健康・体力を身に付けた輝く子どもを育む教育のまち和泉市」の実現をめざし、この

条例を制定します。 

 （目的） 

第１条 この条例は、「生命・人格・人権」を尊重し、挨拶その他の礼儀を重んじ、感謝

の心を持って、生涯を通して自分の個性を伸ばすことのできる人が育つ環境を整え、確

保することで、豊かな心と確かな学力、たくましく生きるための健康及び体力を備えた、

未来を担う子ども（以下「輝く子ども」という。）を育む教育のまち和泉市の実現に資

することを目的とする。 

 （定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところに

よる。 

（１）子ども おおむね１８歳未満の者をいう。 

（２）保護者 父母、未成年後見人その他の子どもを現に養育する者をいう。 

（３）学校園 小学校、中学校、義務教育学校、幼稚園、保育所をいう。 

（４）地域の団体等 本市の区域内で活動している社会教育関係団体（社会教育法（昭和

２４年法律第２０７号）第１０条に規定する社会教育関係団体をいう。）、青少年教

資料４ 



育団体（ＰＴＡ・青少年教育団体共済法（平成２２年法律第４２号）第２条第２項に

規定する青少年教育団体をいう。）、町会・自治会、こども会その他これらに類する

団体及び地域住民をいう。 

（５）事業者 事務所又は事業所の所在地にかかわらず、市内で事業活動を行う者又は団

体をいう。 

 （基本理念） 

第３条 輝く子どもを育む教育のまち和泉市の実現に当たり、基本理念は次のとおりとす

る。 

（１）子どもが夢と希望を持って健やかに成長することを願い、子どもを温かく見守り、

その人格を尊重することを基本とする。 

（２）子どもの豊かな情操及び規範意識が育つための取組を推進することを基本とする。 

（３）市長、教育委員会、学校園、保護者、地域の団体等及び事業者は、それぞれの責務

及び役割を果たし、かつ、相互に連携協力し、子どもの健やかな成長を支援すること

を基本とする。 

 （市長の責務） 

第４条 市長は、基本理念にのっとり、輝く子どもが育つよう、次に掲げる事項を実施す

る。 

（１）教育委員会及び学校園が、必要な施策や事業を遂行できるよう、教育委員会の機能

強化や事業への配慮等、教育環境を整備すること。 

（２）子どもの教育を受ける機会の均等が確保されるよう、子育て、福祉、雇用等の施策

を展開すること。 

（３）子どもが郷土和泉を誇りに思い、愛する心を持ち得るよう、知育、徳育及び体育の

充実に資する施策を展開すること。 

（４）教育委員会との連携が深まるよう、総合教育会議を充実させること。 

 （教育委員会の責務） 

第５条 教育委員会は、基本理念にのっとり、輝く子どもが育つ基盤整備、環境づくり及

び学びの保障における中心的な役割を果たすため、次に掲げる事項を実施する。 

（１）学校園、保護者、地域の団体等及び事業者が相互に連携し、子どもの見守りに係る

仕組みの立案及び展開並びに学校園への助言及び支援を行うこと。 

（２）学びの保障に向けた学校園に対する必要な施策の展開並びに助言及び支援を行うこ

と。 

 （学校園の責務） 

第６条 学校園は、基本理念にのっとり、子どもがその成長及び発達に応じて、主体的に



学び、将来をひらく「生きる力」を身に付けることができるよう、次に掲げる事項を実

施する。 

（１）輝く子どもが育つ教育及び保育の推進並びに学びの保障を意識したより良い教育及

び保育を行うこと。 

（２）保護者、地域の団体等及び事業者と連携し、子どもの見守りを行うこと。 

（３）機会を捉えて子どもの置かれている状況、課題等を分析し、教育委員会、保護者及

び学校協議員又は学校運営協議会その他の関係機関と情報共有及び必要な対応を行う

こと。 

（４）各学校園間において、子どもの成長及び発達を踏まえ、教育及び保育の連続性を意

識した連携を行うこと。 

 （保護者の役割） 

第７条 保護者は、基本理念にのっとり、家庭が子どもの健やかな育ちの基盤及びすべて

の教育の出発点であることから、子どもの教育及び保育に責任を持つ者として、次に掲

げる役割を果たすよう努める。 

（１）子どもに愛情を持ち、子どもが心身ともに安らげる家庭環境をつくること。 

（２）家庭における学習の習慣化及び学習時間の十分な確保並びにそのための環境をつく

ること。 

（３）子どもにとって望ましい食習慣その他の生活習慣を子どもとともに考え、行動する

ことにより、基本的な生活習慣の形成を図ること。 

（４）市、学校園等から要請される事項について、社会全体の取組として協力すること。 

 （地域の団体等の役割） 

第８条 地域の団体等は、基本理念にのっとり、子どもを地域社会の一員として守り、育

てることができるよう、次に掲げる役割を果たすよう努める。 

（１）子どもが安心して教育及び保育を受けられるよう見守ること。 

（２）学校園の教育及び保育を支援すること。 

（３）子どもが健やかに成長する環境を確保すること。 

（４）子どもが社会性を養うための活動や体験等を積極的に推進すること。 

 （事業者の役割） 

第９条 事業者は、基本理念にのっとり、社会的な影響力を有する者として、次に掲げる

役割を果たすよう努める。 

（１）子どもの健やかな成長を支援する活動を行うこと。 

（２）市、学校園等が実施する子どもへの支援に関する施策等に協力すること。 



（３）事業者は、雇用する保護者が子どもと接する時間を十分に確保できるよう、仕事と

子育ての両立について、配慮すること。 

 

   附 則 

 この条例は、令和３年４月１日から施行する。 

  


